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◎ 

1. はじめに

ー画面テキストエディタ使用法一

F SO (Ful 1 Sere en Opt ion) 

赤司房子
＊ 

テキストエディタはTSSにおいて，プログラムやデータ等のテキストを作成・変更するために必要

不可欠な道具である。テキストエディタの使い勝手の良し悪しが， TSSの使い勝手に大きく影響する

といってよい。良いテキストエディタを使えば，仕事を快適にしかも能率よく行うことができる。テキ

ストエディタは行エディタと画面エディタの二種類に大別され，それぞれに特徴がある。ここで説明す

るFSOは後者の一種であり，画面に表示されているソーステキストを見ながら直接画面上でテキスト

を編集すれば良い。従って画面エディタはソーステキストの前後関係を理解し易く，人間的で，通常の

テキスト編集を行うためには従来使われてきた行エディタよりもはるかに使い易い。

1. 1 主な特徴

(1) F S-0は情報処理教育センターに設置されているF6 2 6 2 R, F 9 5 2 6 R端末で使用できる。

(2) F S 0はTSSコマンドの中ではEDITコマンドのサプコマンドの1つにあたり． EDITコマ

ンドで扱えるデータセットを編集の対象とする。

(3) F SOはテキスト編集を 1行ごとに行うのではなく，画面全体を 1度のアクセスで処理するため，

従来の行エディタに比べて端末アクセスの回数が減少し， システム全体の効率が向上する。

1. 2 主な機能

(1) 文字単位の跨き換え．挿入，削除はコマンドを使わずにキーボード上のキーだけを用いて行うこと

ができる。

(2) 行単位の編集も，行番号の部分に行サプコマンドを入力することにより容易に行うことができる。

(3) ファンクションキーを使って表示画面を縦，横方向に移動することができる。従って 1行の内容が

画面の1行に収まらない場合でも，画面を横に移勁することにより表示させることができる。

(4) 行番号なしのデータセットでも，行番号つきのデータセットと同様の編集方法を用いることができ

る。

(5) 表示画面の一部を固定することができるので．データセット中の異なる部分を同一画面上に表示

させることができる。

＊ 情報処理教育センター
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2.利用例

ここではFSOを用いてFORTRAN77のプログラムを作成し，翻訳・実行するまでの一般的な

手順を中心に説明していく。下線部分は利用者の入力部分を示す。

[ I Jプログラムを新しく作成する場合の例

JCB931I PLEASE LOGON .................. LOGONコマンド促進メッセージ。
~ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ L O GO Nコマンドの入力。①

LOGON TSS TA54321 
KEQ56714A ENTER CURRENT PASSWORD FOR TA54321 -
XXXXXXXX・・・・..・・パスワードの入力。入力したパスワードの文字列は画面に表示されない。②

KEQS6455I 
1983 
KEQ56951I NO BROADCAST MESSAGES .....． 接続メッセージ。
READY .............................. READY (コマンド入力）モード。
~....... FORTRAN 7 7プログラムの作成開始。③

TA54321 LOGON IN PROGRESS AT 14:3a:oo ON MAY 4, 

KEQ52320I 
INPUT 
0010 ~***** 
0020 ~ 
0030戸
004O D0 10 
0050 ~ 
0060 ~ 
0070 ~ 
0080 ~ 
0 0 9 0.E...R.l1il__u_' 
0100..s..r..a..e 
0110匹
0120叫
0130 ・........ ・ 

DATA SET NOT FOUND, ASSUMED TO BE NEW 

ソースプログラムの入力。④

I =1, N 

TOTAL=7', s 
AV ER'9 AV 

INPUT 

贔 I'.....・. : ・. : ・. : ・. : ・. : ・. : ・. : ・. : ・. : ・. ・. ・. ・. ・. : ・. : ・. : ・. : ・. ・..... ~ D Iフ丁口りぅフ：ふ` ．入、竹名「む
ENTERキーのみ入力し， （データ入力） モードを終了。⑤

COMPILER ENTERED 
ERROR MESSAGES: PROGRAM 

FORTRAN 77 
FORTRAN 77 
OPTIMIZEC2) 
JZK455I-S LNO 000040 

THE DO STATEMENT 
INCORRECTLY NESTED 

TERMINAL STATEMENT. 
LNO 000040 LAB 000010 
THE STATEMENT REFERRED THE UNDEFINED LABEL. 

FORTRAN 77 ERROR MESSAGES: PROGRAM NAMECMAIN),FLAG(!), 
OPTIMIZEC2) 
JZK424I-S LNO 

THE 

NAME(MAIN ),FLAGCI), 

HAS NO TERMINAL STATEMENT 

゜R
 
JZK457I-S 

000120 
STATEMENT 

JZK4151-E 
THE PROGRAM 

COMPILATION 

CANNOT 

UNIT 

BE 

END OF 
MISSES 

CLASSIFIED. 

AN END STATEMENT. 

EDIT 
.E..S............... FSO画面エディタの起動を行う FSサプコマンドを入力する。⑥
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くく 手順の説明 ＞＞ 

① TSSの開始手順

キャラクタディスプレイの電源を投入すると，

JCB931I PLEASE LOGON 

と表示される。その状態で

LOGON TSS TAS4321 

と人力し， ENTERキーを押す。 ここでTAS4321は課題番号の例なので，実際に使う時は自分

自身の課題番号を使用する こと。そうすると

ENTER CURRENT PASSWORD FOR TAS4321 -

と表示される。

②パスワードの入力

パスワ ードを入力し， ENTERキーを押す。この時入力したパスワ ードの文字列は両而に表示され

糾 。システムからTSS開始のメッセージが出力され，最後にREADYが出力されて，端末はRE

ADYモー ドで入力待ちになる。

③ コマンドの入力

READYモー ドでは仕市の目的に応じてコマンドを入力する。 ここでは新しくプログラムを作成す

るためにEDITコマンドを入力する。

EDIT EXAMPLE.FORT?.? または EDIT EXAMPLE FORT?? 

これは 'EXAMPLE.FORT??'というデータセッ トの編隻を開始する命令で， このデータセッ

トが存在しない時は，新規作成とみなしプログラムを入力できる INPUTモードになる。

（注） FORTRANプログラムの形式には自由形式と固定形式があり，上記の指定方法では自由形

式になる。

④プログラムの入力

INPUTモードではプログラムを1行入力してENTERキーを押すと， 次の行番号を自動的に発行

するので，続けてプログラムを入力するq

⑤ プログラムの入力が終わった時は何も入力せずENTERキーのみ入力する。するとINPUTモード

からEDITモードになる。最終行に続けてプログラムを入力したい時（プログラムの追加）は， E 

NTERキーのみ入力すると再びINPUTモードになる。EDITモードではEDITサブコマンドの

み入力することができる。

⑥プログラムの修正

プログラムの修正はFSOを利用するとカーソルを上下左右に移動して簡単に文字を変更できるの

で便利である。また行単位編集用の行サブコマンドと併用すれは，能率の良い修正が可能となる。
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画面(A)…FSO画面エディタが起勅された状態。

(a)E DI T-F SO (VO 1 /LO 6) --TA 5 4 3 21. EXAMPLE. FORT 7 7 

==> (b) 
「
(c) 

ROW SCROLL==>PAGE 

r(d) 

COLUMN SCROLL==>40 

(£) ----*----1----*----2----*----3-

(g)0120 RUN 

(h) * * * E N D O F D AT A S E T * * * 

（注意）画面の表示は紙而の都合上，一部省略・変吏している。

圃面 (A)の説明

（？ 
NONULLS 50 

-7----

↓ PF7キーを押す。

(a) ••• タイトル行。 FSOモー ドの表示，およびデータセット名（課題番号利用者識別名内容識別修

飾子）の表示。

(b)・・・=＝>はサプコマンド行で， ここには5章で述ぺる FSOのサプコマンドを入力する。

(c)…両面を上下方向へ移動させるとき (PF?, PF8)の単位行数を示す。 PAGEは20行を表し， こ

こにはHALF(10行）や任意の行数を指定できる。

(d)…画而を左右方向へ移動させるとき CPF 10, PF 11)の単位行数を示す。

(e)…行の終わりの空白を表示する (NULLS)か，表示しない (NONULLS)かを示す。

(f)…桁表示またはエラ ーメッセージ行。通常は両面の桁の目盛りが表示されるが，エラーが発生する

とこの行にエラーメッセージを表示する。 （→6.ェラーメ、ノセージ．）

(g)…データ行。データ行はアト リビュート文字 （画面上では1文字分のスペースを占める ）と呼ばれる

特殊なコ ードによって行番号フィールドとテキストフィールドに分割されている。行番号フィール

ドには4章で述べる FSOの行サプコマンドを入力する。

△止＋上旱且見鱗キストフィールド

L行番号フィールド

△ ： アト リピュート文字

(h)•••テキストの終了表示行。
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画面 (B)•••両面 (A) の状態でPF7キーを押した後の画面。プログラムの先頭から表示される。

PF7キーを押すと1画面前へPFBキーを押すと1画面後ろへ画面が移動する。

EDIT-FSOCV01/L06)--TA54321.EXAMPLE.FORT77 
==> 
ROW 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

SCROLL==>PAGE COLUMN SCROLL==>40 
----*----1----*----2----*----3-
*****EXAMPLE***** 
READ *,N 
S=O 
DO 10 
S=S+A 
READ *,A 
AV=S/N 
PRINT*,' 
PRINT*,' 
STOP 
END 
RUN 

NONULLS 
-7----

50 

1=1,N 

TOTAL=7',S 
AVER',AV 

*** END OF DATA SET ＊ ＊ ＊ 

画面 (C)・・・プログラムを修正するため⑦～⑩の入力を行う。まとめて修正するにはこれらの入力がす

むまでENTERキーを押してはいけないn

EDIT-FSOCV01/L06)--TAS4321.EXAMPLE.FORT77 
==> 
ROW 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
 

0
0
0
0
よ
0
o
o
o
o
o
o
;

⑦

⑩

 

SCROLL==>PAGE COLUMN SCROLL==>40 
----*----1----*----2----*----3-
*****EXAMPLE***** 
READ *,N 
S=O 
DO 10 
S=S+A 
READ *,A 
AV=S/N 
PRINT*,' 
PRINT*,' 
STOP 
END 
RUN 

NONULLS 
-7----

50 

1=1,N 

r⑧ 
TOTAL=l_',S 
AVERこ,AV
L⑨ 

*** END OF DATA SET *** 

⑦...行の挿入。行番号の左端にInsert行サブコマン ドを入力する。 Iとすれば1行， ISとすれば

5行分の空行を準備する。 空行に何も入力しないでENTERキーを押すと削除される。

⑧•••文字の削除。 カーソルを7に位置づけDELキーを押す。

⑨ • •文字の挿入。 カー ソ ルをAVER' の ＇ に位置づけ INST

ESETキーを押す。

MODEキー，挿入したい文字AGE=,R
 

⑩…行の削除。行番号の左端にDelete行サブコマンドを入力する。 Dとすればその1行が削除さ

れる。
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↓
 
ENTERキーを押す。

画面(D)…画面(C）で⑦～⑩を入力しENTERキーを押した後次の⑪⑫の修正を行う。

EDIT-FSO(V01/L06)--TAS4321.EXAMPLE.FORT77 
==> 
ROW 

0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
 

1
2
3
4
5
5
6
7
8
9
0
1
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
 

O
O
O
A
O
O
M
1
0
0
0
0
0
 

~

~
·
 
⑫
 

SCROLL==>PAGE COLUMN SCROLL==>40 
----*----1----*----2----*----3-
*****EXAMPLE***** 
READ *,N 
S=O 
DO 10 
S=S+A 
一⑪
READ *,A 
AV=S/N 
PRINT*,' 
PRINT*,' 
STOP 
END 

NONULLS 
-7----

50 

1=1,N 

TOTAL=',S 
AVERAGE=',AV 

*** END OF DATA SET ＊ ＊ ＊ 

⑪•••行番号0051 に次のプログラム文を入力する。

0051 10 CONTINUE 

⑫…行の移動。行番号60のプログラム文を行番号40の次の行位置へ移動する。行サプコマンドMov

eとAf t e rをペアで指定する。 A0040 DO 10 1=1,N のかわりに 且0050 S=S+ 

A
 
としてもよい。 ↓

 
ENTERキーを押す。

画面(E)…画面(D)で⑪⑫を入力しENTERキーを押した後の画面。

~SO(V01/L06)--TA54321.EXAMPLE.FORT77 
i ==> 
! ROW SCROLL==>PAGE COLUMN SCROLL==>40 

----*----1----*----2----*----3-
I 0010 *****EXAMPLE***** 
1 0020 R EAD * 9 N 
0030 S=O 
0040 DO 10 1=1,N 
0041 READ *,A 
0050 S=S+A 
0051 10 CONTINUE 
0070 AV=S/N 
0080 PRINT*,' 
0090 PRINT*,' 
0100 STOP 
! 0110 END 

□* 
⑬••編集の終了

END OF DATA 

NONULLS 
-7----

50 

TOTAL=',S 
AVERAGE=',AV 

SET ＊ ＊ ＊ 

PF3キーを押してFSOを終了しEDITモードに戻す。 ↓
 
PF3キーを押す。
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画面はFSOからEDITモードに移る。

EDIT 
叫.............................................. プログラムの翻訳・実行を行う。

FORTRAN 77 COMPILER 
END OF COMPILATION 
0020? ・.. ・ ・................................................． 入カデータの要求。⑭
.3. ...................................................・・・・・・・ データの入力。

0041 ? 
.1 
0041 
2 
0041 
2 

ENTERED 

？・

つ・

TOTAL=6.00000000 
AVERAGE=2.00000000 
END OF GO,SEVERITY CODE=OO 

実行結果。

正常終了のメッセージ。

EDIT 
旦＿Sエ 編集中のソースプログラムの内容を表示する。

0010 *****EXAMPLE***** 
0020 READ *,N 
0030 S=O 
0040 DO 10 !=1,N 
0041 READ *,A 
0050 S=S+A 
0051 10 CONTINUE 
0070 AV=S/N 
0080 PRINT*,' 
0090 PRINT*,' 
0100 STOP 
0110 END 
KEQ52500I 

TOTAL=',S 
AVERAGE=',AV 

END OF DATA SET 

EDIT 
SAVE 

KEQ524601 
EDIT 
印＿

SAVED IN DATA SET 

ソースプログラムをデータセットに保存する。⑮

'TA54321.EXAMPLE.FORT77' 

EDITモードの終了。

READY 
D S PR I NT E XAMPL E. F ORT77 C40B ・..•データセットのリストをプリンタヘ出力する。⑯

KDP50012I 

READY 
LOGOF E 

REQUEST QUEUED (#11280). 

TSSを終了する。⑰

**SYSTEM ACCOUNTING INFORMATION(83.05.04-14:45:37) ** 
* 1.87 S 00:07:36 MIN 800 KB O TIMES 21/ 36 LINES* 
* 17 P 167 P 29,833 P 22 JOBS * 
** FILE 600 KB 27 KB 1 FILE ** 
TA54321 LOGGED OFF AT 12:29:56 ON MAY 2, 1983+ 
KEQ54100I SESSION ENDED 

⑭ 

⑮ 

0020？はFORTRAN77プログラムの行番号0020のREAD文による入力嬰求であることを示

している。

プログラムの保存
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このSAVEコマンドにより．③で指定した名前を持つデータセット 'TA54321.EXAMPLE.

FORT77’が新しく作成される。 このコマンドを実行しないと入力したプログラムは保存されな

⑯ 

⑰ 

いので再び見ることも実行することもできない。

プログラムの印刷

DSPRINT データセット プリンタ機番

SAVEコマンドで作成したデータセット 'TAS4321.EXAMPLE.FORT77'の内容を機番

C40Bのプリンタ（オープン端末室）へ出力する。

TSSの終了

READYが表示されている状態でLOGOFFコマンドを入力する。TSS終了のメッセージが出力

されるので表示を確認後端末の電源を切l祈する。

TSS終了メッセージには今のTSSでどれだけ計算機裔源を使用したか，利用点数を何点使用した

か， あと何点使用できるか等の重要な情報が表示されるので常に注意を払わなければならない。点

数オーバーになると翌日から計算機を使用できなくなる。またデータセット個数オーバーになった

場合， その日のうちに不要なデータセットをDELETEコマンドで削除して制限数以内に収めれば

問題ないが，

なる。

もし個数オーバーのままにしていると翌日から新しいデータセットの作成ができなく

利用制限値

・ 点数

学生 「―:ぶ面□
！教官 | 100こ竺竺〗ー 3町 ~B/ 5MB 

・・・・-・--

データセット数

20 

TSS終了メッセージ例とその説明

L O G O F F 

**SYSTEM ACCOUNTING INFORMATIONC83.0S.04-14:45:37) 
Lーー一接続終了日時

＊ ＊ 

0 TIMES 
EXCP回数

* 1.87 S 00:07:36 MIN 800 KB 
CPU使用時間（秒） 接続時間（分） 最大容量(KB)

21/ 36 LINES 
端末入出力行数

＊
 

＊
 
17 P 167 P 29,833 P 
Lーー使用点数 Lーー使用合計点数 Lーー残り点数

22 JOBS * 
Lーー使用ジョプ数

＊ ＊ FILE 600 KB 27 KB 
L_ー利用可能容量 Lーー使用容量

ー FILE 
Lーー使用データセット数

＊＊ 

**** WARNING SPACE OF FILE EXCEEDS LIMIT 
Lーー点数オーバ―'容量オーバ―'データセット個数オーバーになると澁告メッセージを表示する
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[ II]プログラムの再緬集の例

JCB931I PLEASE LOGON ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ LOGONコマンド促進メッセージ。
~ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ LOGO Nコマンドの入力。

LOGON TSS TA54321 
KEQ56714A ENTER CURRENT PASSWORD FOR TA54321 -
XXXXXXXX・・・・・・ ・・・・パスワードの入力。入力したパスワードの文字列は画面に表示されない。

KEQS64SSI 
1983 
KEQS6951I 

TA54321 

NO 

LOGON 

BROADCAST 

IN PROGRESS 

MESSAGES 

AT 14:3a:oo ON MAY 4, 

接続メッ セージ。

READY ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・ READY (コマ ンド入力）モード。
~ .............................・・・ プログラムの編集開始。①

EDIT ・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・ EDITモード。
.E.S_ ・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・ ・・・・ ・・ ・・・ ・・・・ ・・・・・・・・・・・・ ・ FSOモー ドにする。

画面(A)…FSO画面エディタが起動された状態。②

EDIT-FSOCV01/L06)--TA54321.EXAMPLE.FORT77 
==> 
ROW 

0
0
0
0
1
0
1
0
0
0
0
0
 

1
2
3
4
4
5
5
7
8
9
0
1
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

SCROLL==>PAGE COLUMN SCROLL==>40 
----*----1----*----2----*----3-
*****EXAMPLE***** 
READ *,N 
S=O 
DO 10 1=1,N 
READ *,A 
S=S+A 
10 CONTINUE 
AV=S/N 
PRINT*,' 
PRINT*,' 
STOP 
END 

NONULLS 
-7----

~

' 

゜
5
 

TOTAL=',S 
AVERAGE=',AV 

＊ ＊ ＊ END OF DATA SET ＊ ＊ ＊ 

画面(B)…次の③～⑨の修正を行う。

EDIT-FSO<V01/L06)--TA54321.EXAMPLE.FORT77 
==> 
ROW SCROLL==>PAGE COLUMN SCROLL==>40 
----*----1----*----2----*----3-
*****EXAMPLE***** 
READ *,N 
S=O 

0010 
③_12020 
0030 
0040 
0041 1..Q 
0050 S=S+A 
0051 _ ___JiQ_J_Q__l_Q←⑥ 

( ..Ll.70( —• 90 AV=SIN 
且D_80 PRINT*,'TOTAL=',S 
⑨｛立吟O PR I NT *9’ AVERAGE='9AV 
0100 STOP 
0110 END 

止←④
READ (59 *9 END=90) A ←—⑤ 

NONULLS 
-7----

50 

*** END OF DATA SET *** 
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①•••プログラムの編集開始。 [ I Jで作成したプログラムを再び編集し直す。 この場合データセット E

XAMPLE.FORT77が既に保存されているので[I]の時のようにINPUTモードにはならな

いでEDITモードになる。

②…FSO画面エディタが起動された状態は[I]の時と異なりプログラムの先頭から表示されている。

③•••行の削除。行番号の左端に Delete行サブコマンドを入力する。

④⑤⑥••文字の書き替え。表示されている文字の上に新しく文字を入力する。

⑦…複数行の挿入。行番号の左端にInsert行サプコマンドを入力する。 I3とすれば3行分の空

行を準備する。空行に何も入力しないでENTERキーを押すと削除される。

⑧...文字の挿入。カ ーソルをAV＝のAに位置づけINST MODEキー，挿入したい文字□D□90口
（口は空白）， RESETキーを押す。

⑨・複数行の削除。複数行まとめて削除したい時はその始め0080と終わり 0090の行番号の左端に

DDを入力するとDDではさまれた行が削除される。

↓
 
ENTERキーを押す。

画面(C)・・・画面(B)で③～⑨を入力しENTERキーを押した後，⑩～⑬を入力する。

EDIT-FSO(V01/L06)--TA54321.EXAMPLE.FORT77 
==> 
ROW 

0010 
⑪L6_30 
0040 
0041 
⑫L6_50 
0051 
0070 
0071 
0072 
0073 
園辺0

~10 

SCROLL==>PAGE COLUMN SCROLL==>40 
----*----1----*----2----*----3-
*****EXAMPLE***** 
S=O 

NONULLS 
-7----

50 

10 
S=S+A 

90 

STOP 
END 

＊ ＊ ＊ END OF 

N=O 
READ(5,*,END=90) 

GO TO 10 
AV=S/N 

}⑩ 

DATA SET 

A
 

*** 

1

|
|
-⑩…行番号0071から行番号0071に次のプログラムを入力する。

0071 
0072 
0073 

※継続行の入力

100 
WRITE(6,100) S,AV 
FORMAT('TOTAL =',F8.2-

/'AVARAGE=',F8.2) 

FORTRANプログラムの自由形式では継続行の前の行の最後に一（マイナス）

を付ける。

⑪⑫…行の右移動。行サプコマンド＞nを入力すると n桁右へ移動する。 この場合は6桁の移動である。

⑬••複数行の右移動。複数行の場合その始めの行番号の左端に行サプコマンド＞＞ n を入力し，終わり

の行番号の左端に行サプコマンド＞＞を入力するとn桁右へ移動する。

る。

この場合は6桁の移動であ
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↓
 
ENTERキーを押す。

画面<D)...画面(C)で⑩～⑬を入力しENTERキーを押した後⑭を入力する。

EDIT-FSO(V01/L06)--TA54321.EXAMPLE.FORT77 
==> 
ROW 

I 

！ 
0010 
0030 
0040 
0041 
⑭J.050 
0051 
0070 
0071 
0072 
0073 
0100 
0110 
i 
! *** END 

こ---
⑪• ••行の挿入。

SCROLL==>PAGE COLUMN SCROLL==>40 
----*----1----*----2----*----3-
*****EXAMPLE***** 

S=O 
N=O 
READ(5,*,END=90) 
S=S+A 
GO TO 10 
AV=S/N 
WRITE(6,100) S,AV 
FORMAT('TOTAL =',F8.2-

/'AVARAGE=',F8.2) 

10 

90 

100 

OF 

NONULLS 
-7----

STOP 
END 

DATA SET 

A
 

＊ ＊ ＊ 

ー
＇
：
ー

'
r
1

・

9
,
9
,

9
9
,
9
,
i
i
:

＇

|
i
;

，
＇

,
‘
‘
:
1

•
9
9

.

゜
5
 

↓
 
ENTERキーを押す。

圃面(E)…画面(D)で⑭の行サプコマンドを入力しENTERキーを押すと，行番号0050と0051

の間に新しい行を挿入する余裕がないため， 画面4行目にエラーメッセージが表示される。

それでRENumサブコマンド （行番号の付け替え）を入力して挿入する余裕を作成する。

EDIT-FSOCV01/L06)--TA54321.EXAMPLE.FORT77 
| ＝＝＞均
i ROW-'-scROLL==>PAGE 
KEQ578541 NO SPACE 

COLUMN 

FDR 

SCROLL==>40 NONULLS so 

INSERTION 

*****EXAMPLE***** 
S=O 
N=O 
READ(S,*,END=90) 
S=S+A 
GO TO 10 
AV=S/N 
WRITE(6,100) S,AV 
FORMAT<'TOTAL =',FB.2-

I'AVARAGE=',F8.2) 

0
0
0
1
0
1
0
1
2
3
0
0
 

1
3
4
4
5
5
7
7
7
7
0
1
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

10 

90 

100 

＊ ＊ ＊ END OF 

STOP 
END 

DATA SET 

A
 

＊ ＊ ＊ 

-40 -

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



画面(F〉..画面 (E)でRENumサブコマンドを入力しENTERキーを押した後⑮を入力する。

口
，
1ー

-

s-
L
-
L
-u-
N
7
 

7

0

1

 

7

N

 

T
 
R
 
0

0

 

F

4

-

-

）
 

.

>

3

2

2

 

E

―-
l
 

.

.
 

L

――

-

8

8

 

P

L

-

F

F

 

M

L

-

9

9

 

A

0

*

1

9

 

X

R

-

＝-＝ 

E

C

-

V

E

 

.
s
-

）

A

G

 

1

-

0

9

L

A

 

2

N

2

9

S

A

R

 

-

3

M

-

＝

T
A
 

4

U

-

D

)

O

V

 

5

L

-
＊

N

o

T

A

 

A

0

1
＊

E

O

 

T

C

*
＊

'

1

 

―

-

＊

＊

0
9
,
'
 

―

-

＊

9

1

6

(
／
 

ノヽ

E

-

E

5

N

(

T

6
G
-
L
(
A
0
/
E
A
 

O
A
1
P
D
+
T
S
T
M
 

L
P
-
M
O
O
A
s
=
I
R
 

/

＞

-
A
-
I
=
E
=
-
O
V
R
o
 

1

=
ー

-
X
S
N
R
S
G
A
W
F

0

=

-

E

 

V

L

*
＊
 

(

L

-
＊
 

0

0

1
＊
 

S

R

-
＊
 

F

C

-
＊
 

-
s
 

T
 
I

w

 

D
>
O
 

E
=
-
R
 

=-

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
 

o
o
o
o
i
o
o
o
o
o
o
o
 

⑮
 

10 

90 

100 

*** END OF 

STOP 
END 

DATA SET 

A
 

*** 

I
 

，
 ⑮...行の挿入。

ENTERキーを押す。

画面CG)...画面(F)で⑮を入力しENTERキーを押した後の画面。

EDIT-FSO(V01/L06)--TA54321.EXAMPLE.FORT77 
==> 
ROW 

0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
 

1
2
3
4
5
5
6
7
8
9
0
1
2
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

⑯
 

SCROLL==>PAGE COLUMN SCROLL==>40 
----*----1----*----2----*----3-
*****EXAMPLE***** 

S=O 
N=O 
READ(S,*,END=90) 
S=S+A 

10 

NONULLS 
-7----

7
 

90 

100 

＊ ＊ ＊ END OF 

50 

A
 

百0 TO 10 
AV=S/N 
WRITE(6,100) S,AV 
FORMAT('TOTAL =',F8.2-

/'AVARAGE=',F8.2) 
STOP 
END 

DATA SET ＊ ＊ ＊ 

⑯••行番号0051 に次のプログラムを入力し ENTERキーを押す。

0051 N=N+1 

↓
 
ENTERキーを押す。

⑰••編集の終了

PF3キーを押してFSOを終了しEDITモードに戻す。

PF3キーを押す。
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画面はFSOからEDITモードに移る。
L..l...S...I......................... 絹集中のソースプログラムの内容を表示する。

*****EXAMPLE***** 
S=O 
N=O 
READ C5,*,END=90)A 
S=S+A 
N=N+1 
GO TO 10 
AV=S/N 
WRITE(6,100) S,AV 
FORMAT('TOTAL =',F8.2-

I'AVERAGE=',F8.2) 

00010 
00020 
00030 
00040 
00050 
00051 
00060 
00070 
00080 
00090 
00100 
00110 
00120 
KEQ52SOOI 

10 

90 

100 

STOP 
END 
END OF DATA SET 

EDIT 
R プログラムの翻訳・実行を行う。

FORTRAN 77 COMPILER 
END OF COMPILATION 

ENTERED 

00040 ? ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・． 入カデータの要求。
.1 ．．．． ．．． ．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．..・・ ・ データの入力。
00040? 
.2. 
00040 
3 
00040? ~... ............. . ..................... 

？・

TOTAL = 6.00 
AVERAGE= 2.00 
END OF GO,SEVERITY CODE=OO 

データ入力の終了 ('END=90'が実行される）。

実行結果。

正常終了のメッセージ。

EDIT 
SAVE 

KEQ52460I 
EDIT 
且凡じ

READY 

SAVED IN DATA SET 

ソースプログラムをデータセットに保存する。

'TAS4321.EXAMPLE.FORT77' 

EDITモードの終了。

-42 -

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



直］データを新しく作成する場合の例

READY ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ READY (コマンド入力）モード。~....... .. .................... .. ....... 

KEQ52320I 
INPUT 
0010.3..1.2........ 
0020.1.6.......5 
0030.8...2..._!t 
0040.3........!±..5 
0050.2.2...3....... 
0060 ・.... 

DATA SET NOT FOUND, ASSUMED TO BE 

データの作成開始。①

NEW 

データの入力。

ENTERキーのみ入力し， INPUT （データ入力）モードを終了。

EDIT 

£..S. 

EDIT （サブコマンド入力）モード。

FSO画面エディ タの起動を行う FSサブコマンドを入力する。

画面(A)…FSO画面エディタが起勅された状態。

: 
EDIT-FSO<V01/L06)--TA54321.EXAMPLE.FORT77 
==> 
ROW 

0050 

SCROLL==>PAGE COLUMN SCROLL==>40 
----*----1----*----2----*----3-
293.6 

NONULLS 
-7----
so 

＊ ＊ ＊ END OF DATA SET *** 

画面 (B)…画面(A)の状態でPF7キーを押した後の画面。
↓
 
PF7キーを押す。

EDIT-FSO(V01/L06)--TA54321.EXAMPLE.FORT77 
==> 
ROW 

0
0
0
0
0
 

1
2
3
4
5
 

0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
 

SCROLL==>PAGE COLUMN SCROLL==>40 
----*----1----*----2----*----3-
312.0 
16.5 
89.4 
3.45 
293.6 

NONULLS 
-7----
so 

*** END OF DATA SET ＊ ＊ ＊ 
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画面(C)・・・次の②～④の修正を行う。

0
0
0
0
0
 

1
2
3
4
5
 

践
00“AO

•

•• ③
 

EDIT-FSO(V01/L06)--TA54321.EXAMPLE.FORT77 
=＝＞ 005 99. o―② 
ROW SCROLL==>PAGE COLUMN SCROLL==>40 
----*----1----*----2----*----3-
312.0 
16.5 
89.4 
3.45 
江 3.6
L④ 
END.OF *** DATA SET 

NONULLS 
-7----
so 

*** 

②・・・行番号付きテキストの入力。先頭へ行を追加する場合等に便利である。

③•••行の複写。複写を行う行サブコマン ド C opy は複写先を指定する B efo r e かA f t e rとペ

アで用いる。 1行複写の場合はCとBまたはCとAを入力する。複数行の場合はその始めと終わりの

行番号の左端にCCを入力しBまたはAとペアで入力する。

じものを行番号0050の後に追加する。

この場合行番号0020から0040と同

④…文字の書き替え。行番号soの293.6を553.6に変える。

↓
 
ENTERキーを押す。

画面(0)…画面(C}で②～④を入力しENTERキーを押した後の画面。

EDIT-FSOCV01/L06)--TAS4321.EXAMPLE.FORT77 
==> 
ROW 

5
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
1
2
3
4
5
6
7
8
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

SCROLL==>PAGE COLUMN SCROLL==>40 
----*----1----*----2----*----3-
99.0 
312.0 
16.5 
89.4 
3.45 
553.6 
16.5 
89.4 
3.45 

NONULLS 
-7----
so 

l 
⑤•• •編集の終了

＊ ＊ ＊ END OF DATA SET *** 

PF3キーを押してFSOを終了しEDITモードに戻す。

↓
 
PF3キーを押す。

画面はFSOからEDITモードに移る。

LI ST 

5
0
0
0
0
0
0
 

0
1
2
3
4
5
6
 

0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
 

絹集中のデータの内容を表示する。

0

6

 

0
.
5
4
5
.
5
 

・2

.

.
 4
3
.
 

9
1
6
9
.
5
6
 

9
3
1
8
3
5
1
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0070 89.4 
0080 3.45 
KEQS2SOOI 

EDIT 
S A V E 

KEQS2460I 
EDIT 
印

END OF 

SAVED 

DATA 

IN 

SET 

DATA SET 

データをデータセットに保存する。

'TAS4321.EXAMPLE.DATA' 

EDITモードの終了。

READY 

ALLOC 「 (•FT.9:• 和°°入1方デD-A;［どり、Mとpt毘叶闊しT¢)デーR[見ソト ’EXAMPLE.DATA' を
ファイル参照番号5に割り当てる。

READY 
RUN EXAMPL E. FORT77 [ II]で作成したプログラムの翻訳 ・実行を行う。

FORTRAN 77 COMPILER 
END OF COMPILATION 

ENTERED 

TOTAL = 1183.30 
AVERAGE= 131.48 
END OF GO,SEVERITY 

実行結果。

CODE=OO 

READY 
ALLO¢ F (FT05F001) DA〈*） 甲 ・・・・・・・・ ファイル参照番号5を端末に割り当てる。

ょわちデータ入力はデ
下

ータセットでなく端末かっ行う。

READY 
RUN EXAMPL E. FORT77 

FORTRAN 77 COMPILER 
END OF COMPILATION 
00040? 
1 2 3. o 
00040 
5 
00040 
.2. 
00040? 
L£ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ENTERED 

？・

つ・

データ入力の終了。

TOTAL = 188.00 
AVERAGE= 62.67 
END OF GO,SEVERITY CODE=OO 

READY 

-45 -

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



3.端末とその撲作法

(1) F S 0は講義室，実習室．オープン端末室のF6262Rと六本松地区，病院，文系の各端局のF9

526Rで使用できそれぞれカタカナ仕様と英小文字仕様がある（図3-l，図3-2)。なお

グラフィックディスプレイやその他のTTY端末（電話回線等）ではFSOは使用できない。

(2) 端末のファンクションキーには， PF1~PF12, PF13~PF24があり押し方が異なるが， FS 

0ではPF1~PF12はPF13~PF24にそれぞれ対応している。

端末キーの各機能を表3に示す。

① ② 

亭且日鳳鳳厄厨星巳伍］星旦三l日［口］旦唇〗旦履届
｀工日圧］日□日□臼王］日三弓量日目目目
｀目⑰日三直三直日□］□□ 鼠鼠口
三晉曰[]□[］日［］丑王］ロエロ⑦ビ］ビ］鼠畠星

已二 ⑤ 

図3-1 FACOM9526KB2/FACOM6262KB2キー配列
（カタカナ仕様）

① R 

毒⑯□三員員昌凸］団正］日エロ巳冒旦□旦
三日汀日巳王］日豆王］日日旦□言量且目王
置正ビビ］ビ日日日日[lビ田］［［］［］□
号 □王エ田直エロロ

日日旦昼□
日日冒言

団□三］ ⑤ 

図3-2 FACOM9526KB3/FACOM6262KB3キー配列
（英小文字仕様）
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昌
② PA2 

③ INSTMODE 

④ I DELT 
⑤ カーソル移動キー

↑ ↓ ← → 

⑥ ャ

⑦ +-
⑧ PF1 PF13 

⑨ PF2 PF14 

⑩ PF3 PF15 

⑪ PF? PF19 

I l ⑫ ⑬ 
PF8 PF20 

I PF10 PF22 

⑭ PF11 PF23 

⑮ PF12 PF24 

⑯ CLEAR 

⑰ ERASE EDF 

⑱ CLICK 

表3 端末キーの機能

機能

中断 (BREAK)キー，擬似アテンションを発生する。 (ALTとD

UPを同時に押す）

画面修正の取り消しキー (ENTER入力前に限る），画面の再表示を

行う。 (ALTとFIELD MARKを同時に押す）

挿入キー，文字の挿入を行う前に押す。すると挿入モードになり入力し

た文字はカーソル文字の前に挿入される。挿入の終了にはRESETキ

ーを押して挿入モードを解除しなければならない。なおENTERキー

の入力後も挿入モードはRESETされる。

文字の削除キー， このキーを押すとカーソル位置の文字を削除する。

カーソル位置を上下左右に移動する。

↑ ↓ は INPUTモードの時には使用してはいけない。

1つ前の入カフィールドにカーソルを位置づける。

次の入カフィールドにカーソルを位置づける。

HELP情報を表示する。

画面固定，画面固定の解除を行う。

FSOの終了， HELP表示の終了を行う。

画面移動（↑)，画面を行番号の小さい方向へ移動する。

画面移動（↓)，画面を行番号の大きい方向へ移動する。

：画面移勅（←)，画面を左側へ移動する。

画面移動（→)，画面を右側へ移動する。

カーソルをサブコマンド行（画面2行目＝＝＞）へ移動する。

画面の全消去， PAl 入力後以外は押してはいけない。誤って押した

ときは PA2 を押す。

カーソル位置からそのフィールドの終わりまでの文字を消去する。

キー入力時に入力音の発生またはその解除を行う。
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4.行サブコマン ド

行サブコマンドは．行単位の店扁撲を行う時にその目的行の左端から入力する。

(1) 行サプコマンドの種類

① 同じ文字を2個続けたもの CC DD MM RR XX << >> 

複数行まとめて同じ編集を行う場合，その始めと終わりの行番号の2カ所ペアで指定する。

② 数字を後に補うもの In Rn RRn <n <<n >n >>n 

nは自然数で挿入する行数や移動する桁数を指定する。 nが指定されないときはn=lとして処

理される。

③ その他 D C M A B X S COLS TABS BDY 

※ C CC M MM の行サプコマンドはAまたはBとペアで指定する。

(2) 行サブコマンドの一般規則

① 行サプコマンドは行番号フィ ールド内で完全に入力しなければならない。名前の前には空白以外

の文字があってはならない。

（誤 ）••• 0120 AAA → （正 ）•••1020 AAA 

② ある行に対して．行サブコマンドの入力とテキストフィ ールドの入力の両方があった時行サブ

コマンドはテキストフィ ールドの処理が済んでから行われる。

③ 同一圃面上に複数個の行サブコマンドを入力しても良い。行サプコマンドは画面の上から下へ向

かって実行される。その時いずれかの行サプコマンドに誤りがあればすぺての行サブコマンドを

入力し直さなければならない。

④ DD-DD. C-Aなどのようにペアで指定するものは異なる画面にまたがっても良い。ただし，

ペアの間に他の行サプコマンドがあってはならない。
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4. 1 行サブコマンド一覧

行サブコマンド 形式 機 能

Insert I I [n] 

-Delete --t-D— 

Copy 

DD 

C 

I n指定行の直後に， n行入力の挿入予定行を作る。

D指定行を削除する。

DDとDDで指定された範囲の行を削除する。

C指定行をBまたはA指定行の前または後へ複写する。

CC ICCとCCで指定した範囲の行をAまたはB指定行の前ま
する。

定行の前または後へ移送する。

囲の行をBまたはA指定行の新

で指定した行をA指定行の”後”
挿入する。

B e f o r e 「B | co p yまたはMov eで指定した行をB指定行の”前“
ヘ挿入する。

Repeat R [ n J 

RR [n J 
I 

Left shift く [n]

I 
R i g ht 

くく [n]
I 

shift ~ 

I>> [n] 

X 

xx 

s 

COLS COLS 

TABS TABS 

BDY BDY 

行番号 テキスト

Rn指定行の直後に同じテキスト行をn行挿入する。

RRn指定行からRR指定行までのテキスト行をRR指定
行の直後にn回挿入する。

<n指定行のテキストの内容を n桁左へ移動する。

く<n指定行からく く指定行までのテキスト内容を， n桁
左へ移動する。

>n指定行のテキストの内容を， n桁左へ移動する。

l<<n指定行から＞＞指定行までのテキスト内容を， n桁
I右へ移動する。

「――-X指定行を表示させないようにする。
, xxとXXで指定した範囲の行を表示させないようにす
る。

exclude機能によって表示させないようにしたテキ
スト行を再表示する。

この行に桁（カラム）の目盛りを表示する。

TAB位置の表示変更を行う。

行、ンフト <.>の境界を定義する。

EDITの行編集サプコマンドと同じ。
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4. 2 行サプコマンド詳説

4. 2. 1 行の挿入 Insert 

形式 機 能

I [nJ I In指定行の直後に， n行の挿入予定行を作る。
| Iとすると 1行の挿入予定行ができる。

行の挿入を行うには行番号フィールドの左端に'I'を入力する。ある行の行番号フィールドに'I'

を入力した後ENTERキーを押すと， ＇I＇を入力した行のすぐ後に挿入行が表示されるので，挿入行

のテキストフィールドにデータを入力する（例1)。

①挿入行の行番号の増分は

（空き行数） I(n +1) ただしnは挿入行数

の値が10未満なら1,100未満なら10, 1000未満なら100, それ以外なら1000に決定さ

れる。ただし，データセットの最後に行を追加するときはEDITが保持している増分値がとられ

る。

②行番号つきのデータセットのときは挿入行が空き行数よりも多い場合挿入は行えない。ただし，行

番号なしのデータセットのときは可能である。

③複数行を挿入したいときには'I'の後に挿入行数を入力すればよい。

④表示された挿入行に何もデータが入力されなかったとき．その挿入行は自動的に削除される。

⑤挿入行にデータを入力してENTERキーを押したとき，カーソルが挿入行の晟後の行のテキストフ

ィールドの先頸にあると’連続挿入モード＇となり．続けて挿入行が 1行表示される。

したがって挿入行の最後の行にデータを入力した後， BACK TABキー l←を押してENTER

キーを押すと連続挿入モードとなる。挿入行の行番号フィールドに行サブコマンドを入力したとき

には連続挿入モードにはならない。

⑥挿入行数が多くて挿入行が画面に表示されなかったとき，表示されなかった部分は無効となる。

（例1) 行の挿入

| 0010 A=1 
1 0020 x=1 

ここで行番号10と行番号20の間に_4行挿入するとする。
↓ 0010の行番号フィールドに行サフコマンド 'I4'を入力。

国
↓ENTERキーを押す。

0010 A=1 
0011 
0012 
0013 
0014 
1 0020 x=1 

↓ 行11～行12にデータを入力しENTERキーを押す。
行芯号13と14は何も入力しなかったため削除される。
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1
1
1
1
 

=-＝-＝-＝ 

A
B
C
X
 

0
1
2
0
 

1
1
1
2
 

0
0
0
0
 

0
0
0
0
 

（例2) 連続挿入モード
| 

.1010 A=l 
0020 8=1 
0030 C=1 

↓ ENTERキーを押す。

i oo10 A=1 
0011 
/°20 百＝1
0030 C=l 

↓ 挿入行にデータを入力した後 1←キーを押す。 （下線はカーソル位置を示す）

1 0010 A=1 
0011 口― X=1 

8=1 
0030 C=l 

↓ ENTERキーを押すと連続挿入行として行番号12ができる。

0
1
2
0
0
 

1
1
1
2
3
 

0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
 

1
1
 

=―― A
X
 

0
1
2
0
0
 

1
1
1
2
3
 

0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
 

_
 

百＝1
C=1 

↓ 行番号12にデータを入力しENTERキーを押す。

l 1
1
5
1
1
 

=＝＝=-=-

A
X
Y
B
C
 

4. 3. 2 行の削除 D I e t e 

形式 機 能

D 1行削除。 D指定行を削除する。

DD 複数行削2除か2._所DDで指定異した行か面らDDで指定もした行までを削除する。
DDは 指定する。 なる画にあってよい。

①削除された行数分は次に続くテキスト行が表示される。

② DDは異なる画面に指定することができる。処理後削除した前後の行は同一画面上に現れる。

（例）
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0
0
0
0
0
0
0
0
 

1
2
3
4
5
6
7
8
-

00QOOODDi00
00
a
0
0
 

,

1

,
 

1
1
1
1
1
1
1
1
 

=＝-＝-―
-
＝-=-=-＝ 

A
B
C
D
E
F
G
H
 ↓ENTERキーを押す。

0010 
0030 
0080 
I 

1
1
1
 

=-＝

-l-
A
C
H
 

4. 3. 3
 
行の複写および移動

I 
1 コマンド名

I 
1行の複写
ropy c

 

~
‘,'~ 形

式

C 
JE画1面丁VJFあJ!Jc):;7こは1友へ衷与 90。ししほ,:,7J‘所 1百疋．9る。兵7よる

I に ってもよい。

行の移送

M MM 
1行移勁。 M指定行をBまたはA指定行の前または後へ移動す

Move る

疋画複゚打面剪行整HあIj動ま。たMMとMMすとで指定した範2囲の行柘ヒをBまたはA指
の はも後へ移動る。 MMはか所定する。異なる
にってよい。

行の直後の挿入 A A指定行の直後にCopyまたはMoveで指定した行を挿入
A f t e r する。

1□行の直f前の挿入 B B指定行の直前にCopyまたはMoveで指定した行を挿入 1
o r e する。

1行複写。
る

機 ーロ
C指定行をBまたはA指定行の前または後へ複写す l

ヒヒ有

①

②

 

③
 

Copyは複写であり，

After, 

元のテキスト行が残るのに対し， Moveは元のテキスト行が削除される。

Beforeによって挿入されるテキスト行の行番号はInsert行サプコマント

と同じ方法で決められる。

複数ペアの行サプコマンドが指定できるが，処理は画面上でエディタが検出した順に上から下へ実

行される。

（例） 複数行複写 CC-CC-B 

0
0
0
0
0
 

1
2
3
4
5
 

妖
00

蛉
00

1
1
1
1
1
 

=＝-=＝-―― 

A
B
C
D
E
 ↓

 
ENTERキーを押す。
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0
0
0
1
2
3
0
0
 

1
2
3
3
3
3
4
5
 

[0000

麗
麗

1
1
1
1
1
1
1
1
 

=＝＝-=-＝＝＝＝ 

A
B
C
A
B
C
D
E
 

（例） 1行複写 C-A 

↓
 

0
0
0
0
0
 

1
2
3
4
5
 

0
0
0
0
0
 

o
q
0
A
-
0
 

1
1
1
1
1
 

―――――-＝＝ 

A
B
C
D
E
 

7
ー

•

9

,

1
1

0
0
0
0
1
0
 

1
2
3
4
4
5
 

0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
 

ENTERキーを押す。

ー］1
1
1
1
1
1
 

==＝＝-=＝ 

A
B
C
D
B
E
 

（例） 1行移動M-Aと複数行移動MM-MM-B

ー

'・i1'1]

1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

=-＝＝-＝＝-＝＝-＝-＝ 

A
B
C
D
E
F
G
H
I
 

0010 
!1020 
0030 
A040 
_8_050 
幽 60
0070 
邸 80
1 0090 
I 

↓ ENTERキーを押す。

I 

I 
0010 
0030 
0040 
0041 
0042 
0043 
0044 
0050 
0090 

1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

=＝＝-＝＝＝-=＝-＝-

A
C
D
B
F
G
H
E
I
 

4. 3. 4
 

行の繰り返し Repeat 

形式 機 ムllヒI::.＇ 

R [ n J Rn指定行の直後に同じテキスト行をn行挿入する

RR [ n] RR n!疋叡汀匡行（最（開終始行行））からRR指入定す行（最終行） までのテキスト行をn回
RR指 の逍後に挿 る。

①挿入される行の行番号はInsert行サプコマンドと同じ方法で決められる。
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②
 
Copy行サブコマンドとの違いはCはAまたはBとペアで指定し任意の部分に挿入できるがRep

ea tは単独に指定し指定行の直後に挿入される。

1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

_＿_＿_-＝＝-=-=-＝-＝ 

A
B
C
D
E
F
G
H
I
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
 

)
O
O
R
O
O
O

眩
謡
器
00

例
~

ー

、,‘

↓
 
ENTERキーを押す。

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

=-=＝-=＝＝-＝＝-=-＝＝-＝＝-＝＝ 

A
B
B
C
D
D
D
E
F
G
H
F
G
H
I
 

0
0
1
0
0
1
2
0
0
0
0
1
2
3
O
I
 

1
2
2
3
4
4
4
5
6
7
8
8
8
8
9
-

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

4. 3. 5
 

行の右左移動 < I e f t >right 

テキスト内容を左に移動（シフト）するにはくを右に移動するには＞を用いる。テキストの段落付

け (indentation)を行うのに便利である。

コマンド名 形式 機 能 J 
行の左移動 く [n] 1行左移動。＜ ［n]指定行の内容をn桁左へ移動する。 I 

Le f t < くく[n J 複容数を行左桁移左動。移＜く [n]指定行からくく指定行までの範囲の内
n へ動する。

行の右移動 > [ n J 1行右移動。＞ ［n]指定行の内容をn桁右へ移動する。

Right> > > [n J 容複数を行n右桁移右動へ。移動＞す＞る［。n］指定行から＞＞指定行までの範囲--の-内］ 
I 

①

②

 

nを省略すると1桁として処理される。

く<n >>n の範囲指定では，開始行で指定された桁数が有効となる。 これらは異なる画面にあ

ってもよい。

③行の内容を左（右）に移動させるときには行の左（右）端に移動させる桁数だけの空白がなければな

らない。

④行の何桁目から何桁目までを移動の対象にするかは，

（例）
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roo10 
0020 
0030 
平 0
0050 
くく60
詞 70

↓ 

0010 
0020 
0030 
0040 
0050 
0060 
0070 

D
H
L
P
T
X
Z
 

C
G
K
o
s
H
z
 

B
F
J
N
R
V
Z
 

A
E
I
M
Q
u
Y
 ENTERキーを押す

ABCD 
EFGH 
IJKL 
MNOP 
ORST 
uvwx 
vzzz 

4. 3. 6
 
行の非表示と再表示 eXclude Show 

一部のテキスト行を表示させないようにするには eXcludeを それを解除するにはShowを

用いる。 PASCALやPL1などの制御構造を確認したいときや1画面では見ることができない部分を見

たいときに便利である。

コマンド名 形式 機 能

行の非表示 X 1行非表示。 X指定行を画面に表示させないようにする。

eXclude xx 複数っ行非す表示。xxとxxとで指定した範囲の行を表示させない
よにる
xxは2カ所゚指定する。異なる画面にわたってもよい。

非表示の解除 s excludeによ って非表示されたテキスト行を表示できるよ
うにするc それには，

Show ---．-n LINE (S) NOT DISPLAYED' の
先頭にSを指定する。

①
 

③
 

excludeを実行すると指定された行の内容が表示されず代わりに

'---n LINE(S) 

が1行表示され，

NOT DISPLAYED' 

それ以降のテキストが繰り上がって表示される。

②再表示するにはS行サプコマンドか， RESETサブコマンド（→5．サプコマンド）を用いる。

Xサプコマンドは同時に有効なものは10個までなので， それ以上入力するときはRESETサプコ

マンドを入力して今までの分を無効にしなければならない。

（例）

0
0
0
0
0
0
 

1
2
3
4
5
6
 

0000
江
00
饂
00

IF A=B 
DO; 
X=1; 
Y=1; 
Z = 1 ; 

END; 

THEN 

↓
 
ENTERキーを押す。

-55 -

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



0010 
0020 
---3 

0060 

IF A=B 
DO; 
LINE(S) 
END; 

THEN 

NOT DISPLAYED 

↓
 
Sサブコマンドを入力

| 0010 
0020 .s. ---3 
0060 

IF A=B 
DO; 
LINECS) 
END; 

THEN 

NOT DISPLAYED 

↓
 
ENTERキーを押す

0
0
0
0
0
0
 

1
2
3
4
5
6
 

0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
 

IF A=B 
DO; 
X=1; 
Y=1; 
Z=1; 

END; 

THEN I 

---」

4. 3. 7
 

桁表示COLSとタプ位置表示TABS

形式 機 能

COLS COLS指定行に画面の桁目盛りを表示させる。

TABS TABS指を変定行更にタプ位と置きが ITIの文位字置で表変示えされる。
タプ位置 したい は IT 1の を る。

①

②

 

COLSやTABS行サプコマンドの取り消しにはRESETサプコマンドを入力する。

COLSやTABS行サプコマンドを続けて11個以上入力するときは，

する。

（例）

RESETサプコマンドを入力

閻
輝

1
1
1
1
1
 

=＝＝-=＝ 

A
B
C
D
E
 ↓ ENTERキーを押す

0010 A=1 

・・・・*・・・・1---・* C=1 
T 
E=1 

T
 

4. 3. 8
 
シフトの境界表示 BDY 

形 式 機 能

BDY BDY指定行にシフトの境界表示が I<Iと／ ＞ 1の文字で表示される。境
界位置を変更したいときは／ ＜ ／や／ ＞ 1の位置を変える。 BDYによる境
昇表ホをやめたいときはRESETサブコマンドを入力する。
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（例）
| 

且
0020 
0030 
0040 

1
.
,
 

=-1 

•9X+

., 

1

A

D

 

=
0
1
1
N
 

A
D
A
E
 口

-
I

I

I

 

*

＊

＊

 

., 
*
0
*
＊
 

/
1
/
/
 

0
 
I
 

-

T
 

↓ BDY行サプコマンドを入力しENTERキーを押す。
境界が表示される。

＜ 

I002O Dox=1 TO 10; 
＞ 

0030 A=A+1; I* *I 
0040 END; 
L__ 

／ ＊ ＊ ／ 

↓ 境界の右端を変更し 9行サブコマンド＞2を用いて行番号30を2桁右へ移
動する。

＜
 0
0
0
 

2
3
4
 

00
器
00

~
 

------ 三

＞ 
DO X=1 TO To; 
A=A+l; I* *I 
END; I* *I 

-- | 

↓ ENTERキーを押す。コメントの部分が移動していないことに注意。

＜
 0
0
0
 

2
3
4
 

0
0
0
 

0
0
0
 

＞ 
DO X=1 TO 10; 
A=A+1; I* 
END; I* 

I
I
 

＊
＊
 

4. 3. 9 行番号付テキストによる直接編集

行番号フィールドに異なる行番号を入力することにより， EDITコマンドの行編集サプコマンドと

同様のことが表示画面を利用して行える。ある行のテキストフィールドを修正し，かつ行番号フィール

ドに異なる行番号を入力したとき，元の行の内容は変更されない。

テキストの先頭行の前にテキストを挿入したいとき等に使利である。 (Insert行サプコマンド

では不可）

（例）

0
0
0
 

1
2
3
 

0
0
0
 

0
0
0
 

1
1
1
 

=-＝-＝ 
A
B
C
 

- --] 
↓ テキストフィールドを修正し行番号を入力

闘釘／／
↓ ENTERキーを押す

0002 A=1 
0010 A=1 
0020 8=1 
0025 X=1 
0030 C=1 
I 
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5.サプコマンド

サプコマンドにはFSO用の他にEDITサプコマンドがあり，サプコマンド行（画面2行目

==>）に入力する。ここでは知っておくと便利だと思われるサプコマンドを蘭単に説明する。

サプコマンド名

ALLOCATE 

BOTTOM 

CHANGE 

DELETE 

DOWN 

END 

FIND 

FREE 

HELP 

LIST 

しOCATE

MERGE 

RENUM 

RESET 

RUN 

SAVE 

SEND 

TOP 

口1行編集
（備考）

機能概要

データセットを割り当てる。

行指標を最下行へ移す。

指定文字列を変更する。

行を削除する。

行指標を下方向へ移す。

EDITモードを終了する。。

指定文字列を含む行へ行指標を移す。 I 
データセットの割り当て解除や登録した属性リストの解除を行う。 I 

EDITサブコマンドの一覧や，その構文，機能，オペランドの説明を !I 

i表示する。

一連の行を表示する。

行指標の移動。

他のデータセットから一連の行を組み込む。

行番号を変更する。

行サプコマンドX, COLS, TABS, EDYの解除およびペンディ

ングになっているDD, C, CC, M, MM等の無効を行う。

編集中のソースプログラムを翻訳・実行する。

！編梨中のデータセットを保存する。

! ，端末利用者，センターオペレータにメッセージを送信する。

行指標を先頑の行へ移す。

1行指標を上方向へ移す。

j 
l一行の挿入，削除，骰換を行う。

！ 

I 

! 
i 

つぎのEDITサプコマンドを入力した時やサプコマンドにエラーがあった時は， FSOの画面モ

ードからEDITモードに変わるので，再び編集作業を行う場合はFSサプコマンドを入力する。

END HELP LIST RUN SAVE 
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6. F SOのエラーメッセージ

一丁―------------
エラ一番号 意味 処置

KEQ57841 I 定義をされしていないファンクションキ 定を義押すさ。れているファンクションキー
一押た。

KEQ57842I COLUMN SCROLLフィー 再入力する。
ルドヘの入力が正しくない。

KEQ57843I ROW SCROLLフィールドへ 再入力する。
の入力が正しくない。

KEQ57844I 画指面定を特定の行がに移動かさせるとき， 正しい行番号を入力する。
された行見つ らない。

KEQ57845I NONULLSサプコマンドのオペ オペランドに 0~ 2 5 5までの数字
ランドが正しくない。 指定する。

•一—- -

記憶が足りない。 ったんLOGOFF値しをLOGO 
のSIZEパラメタ ふやす。

る。
- -

タセッ トが空をなのに，た ］以外の 行サプコマンド Iを入力する。
プコマンド 入力し。

KEQ578491 行サプコマンドのペアが正しくな RESETサプコマンドを入力をす入る

し‘゜ か，正しいサプコマンドペア カ
する。

KEQ57850I 行た。の長さが最大レコード長を越え 行の長さを短くする。

KEQ57851I Xサプコマンドを 11個以上入力し RESETサプコマンドを入力す
た。 る。

KEQ57852I COLSサプコマンドを 11個以上 RESETサブコマンドを入力す

IK予ふ石mlI入力した。 るc

TABSサプコマンドを 11個□以さ上せIll移るRJESETサプコマンドを入力す入力した。 。

I KEQ5 7 8 5 4 I !I空き行し数より多い行数の挿入を ENUMBERサプコマンドを入
うと た。 してから挿入を行う。

! KEQS 7 8 5 5 I I行の内きな容左端を左ああるいは端右に移十勁分 動させるカラム数を減らす。
ると るいは右に な空
白がい。

KEQ57857I 端末がF9 5 2 5ディスプレイでな F 9 5 2 5ディスプレイ端末を使用

し‘゜ する。

KEQ57858I 行なサプコマンドのペアが完成してい これはエラーではない。
いので，実行はペンディングにな
っている。

KEQ57859I タブ位謄を 11個以上指定した。 タプ位置の数 (Tの数）を減らす。

KEQ57860I BDY行昇サプコマンドにおいて，誤 '＞'あるいばく＇の位置を変更
った境を指定した。 する。

IKEQ57861 I Iディスプレイ装置のハードウェアの 1 センタ受付に連絡する。
エラーである。

-59 -

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked




